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大葉 隆. 専門講座4 放射線防護部会 放射線防護で扱う量. 第47回日本放射線技術学会秋季学術大会; 
20191019; 大阪. 
 
真船浩一, 菅野修一, 大葉 隆, 緑川早苗, 大津留晶. 「原子力災害時に診療放射線技師が担った多様な役割に

ついての意識調査」最終報告. 令和元年度診療放射線技師学術大会; 20191110; 郡山. プログラム・抄録集. 11-12. 
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に関する意識調査. 第2回日本放射線安全管理学会・日本保健物理学会合同大会; 20191204-07; 仙台. 
 
〔シンポジウム〕 
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Center for Radiation Disaster Medical Science; 20190113; Fukushima. 
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